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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、大災害後の経済発展を支える起業家の活動に焦点を当て、災害と起業家の増加の関
係の因果関係を明らかにし、災害後の起業家の誕生が持続するためには何が必要かを考察すること
を目的としている。 
本論文は二部構成となっており、第一部では被災後に起業家活動が活発化するメカニズムの探求、
第二部では災害後に散見された移動起業家の活動に焦点を当てている。序章では研究背景と研究
の意義、文献レビューが行われた。災害後に経済発展が生じたり、起業家活動が活発化したりすると
いう現象が歴史的に生じることが、既存研究やデータによって示され、なぜそれが生じるのか、それが
持続するためには何が必要かという問題意識が提示された。そして、それら問題意識に対する仮説と
それらを検証するための方法論が示された。 
第一章では東日本大震災後、被災地に起業家が増加していることがデータで示された。またその
動機に関する実証調査の結果も提示された。これに基づいて、以下の章ではその理由が検証される。
まず第二章で「経済モデル」（プッシュ要因、プル要因）での説明を試みるが、それだけでは説明でき
ない現象があるとして、第三章では行為主体の利他性に動機を求める「心理的アプローチ」、起業動
機を周囲の人間の影響にあるとする「社会的ネットワークアプローチ」が提示された。そして３つのメカ
ニズムが共存し起業の増加をもたらしたとした。 
第二部では、被災地の復興で重要な役割を果たした移動起業家に焦点を当てられた。彼らの役割
や特徴が示されるとともに、彼らが地域社会にいかなる変化をもたらし、またそれがいかに持続化して
いったのかが検討された。第五章で、移動起業家が既存の地域ネットワークを活用しながら、地域資
源の価値を見出し活用しながら事業を生み出していったこと、第六章では移動起業家が被災地域に
定着し、持続的に変化を生み出す主体となっていったことが事例によって示された。本論文は、事例
で示された現象が生じるのに必要な条件についての検討が欠如しているという問題はある。しかし歴
史的に頻繁に生じるわけではない大災害からの復興の最中で調査をせざるを得なかったという事情
は考慮すべきであると思われるし、むしろそのような中で、丹念なレビュー、膨大な資料、多数の起業
家へのインタビュー調査などを通じてまとめた本論文には一定以上の貢献が認められ、資料的価値も
高いと評価できる。よって本論文は博士（経営学）論文として合格と認める。 
